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２．三菱電機における人材育成の施策

（１）基本方針

（２）人材開発センター

（３）人材育成体系

３．産学官連携の人材育成について

１．ICT分野研究開発の現状

（１）三菱電機の研究開発体制

（２）ICT分野の技術動向

（３）望まれる人物像

２．三菱電機における人材育成の施策

（１）基本方針

（２）人材開発センター

（３）人材育成体系

３．産学官連携の人材育成について



Copyright 2006 Mitsubishi Electric Corporation    3

■三菱電機の研究開発体制

１．ICT分野研究開発の現状

■光通信技術
■光アクセス技術
■無線通信技術
■IPネットワーク技術

通信技術

■映像技術
■音声・言語技術
■ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑLSI技術
■表示システム技術

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術

■レーダシステム技術
■アンテナ技術
■マイクロ波回路技術
■レーザ・光学・超音波技術

光・電波技術

■情報セキュリティ技術
■組込みシステム技術
■データマネージメント技術
■情報システム構築技術

情報技術

開発本部

先端技術

総合研究所

情報技術

総合研究所

デザイン

研究所
Mitsubishi Electric 

Research Lab.
Mitsubishi Electric 
Information Centre 

Europe

EMC技術
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20012001年年 20022002年年 20052005年年 ～～20102010年年20062006年年 年

伝
送
速
度

2G2G

3G3G

4G4G

PHSPHS

無線無線LANLAN/PAN/PAN系系
高速・大容量

高速・大容量化化

【例】移動通信の技術動向（従来）

ICT分野の技術動向（１）

高速・大容量化が主ベクトル
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異種無線間連携異種無線間連携

20012001年年 20022002年年 20052005年年 ～～20102010年年20062006年年

伝
送
速
度

年

2G2G

3G3G

4G4G

PHSPHS

無線無線LANLAN/PAN/PAN系系

モビリテイ対応モビリテイ対応

高速・大容量

高速・大容量化化

センサＮＷセンサＮＷ、アドホック、アドホック

新アーキテクチャ／ユビキタス新アーキテクチャ／ユビキタス

【例】移動通信の技術動向（今後）

ﾓﾊﾞｲﾙﾓﾊﾞｲﾙBWABWA

他ｼｽﾃﾑとの連携・融合他ｼｽﾃﾑとの連携・融合

FMCFMC、放送連携、放送連携

新しい価値の付加・創造新しい価値の付加・創造

安心・安全、安心・安全、DRCDRC、放送、放送、、、、

ICT分野の技術動向（２）

ベクトルの多様化
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・技術の深化：高速・大容量化など

＝＝＞ スペシャリスト：世代交代の技術ブレークスルー

技術の蓄積・伝承・発展

・技術の融合：FMC、通信・放送連携、異種無線関連系など

＝＝＞ コーディネータ：幅広い技術、分野間の横通し

・新アーキテクチャ：ﾕﾋﾞｷﾀｽ、NGN、P2P、ｵｰﾊﾞﾚｲﾈｯﾄﾜｰｸなど

・新しい価値：ｾｷｭﾘﾃｨ、SNS、情報発信、著作権管理など

＝＝＞ クリエータ：新しい発想・イノベーションを生み出す

プロデューサ：新しい発想の種を選び、育て、広める

■人物像も多様化

望まれる人物像

・実用化：品質、コスト、生産性の作り込み

＝＝＞ プロジェクトマネージャ
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人事施策の有機的連携（能力開発、配置・活用、評価・処遇の三位一体）を実現するため、
人材開発諸施策全般を担うことを目的として、本社人事部内に設置。人材開発戦略企画、
人材開発諸制度の制定・運営管理、経営・技術・技能・営業等の全社研修企画・実施、技術
部会等先端人材ネットワーク事務局、研修センター運営管理等を行う。

三菱電機

各職場

Ｏ Ｊ Ｔ （On the Job Training）

各職場

人事部

人材開発
センター

研修担当部門研修担当部門

先端人材ネットワーク

○○製作所○○製作所○○製作所

事業本部
C社

B社
Ａ社

関係会社

三菱電機グループ

・人材開発における共通インフラ、共通コンテンツの提供
・場所／関係会社における個別教育・研修の支援
・人材開発関連の情報共有の促進

■人材開発センター

２．三菱電機における人材育成の施策
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１．事業の中心となるコア人材の育成
*コア人材選抜教育の拡充

２．個々人のスペシャリティ向上支援
*選択型研修の充実
*自己啓発支援制度拡充

３．事業部門を横断する先端人材ネットワーク
による知の共有

*プラットフォームの整備

１．事業の中心となるコア人材の育成
*コア人材選抜教育の拡充

２．個々人のスペシャリティ向上支援
*選択型研修の充実
*自己啓発支援制度拡充

３．事業部門を横断する先端人材ネットワーク
による知の共有

*プラットフォームの整備

人材開発施策の基本方針
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三菱電機の人材育成体系図

技術 営業 ビジネス グローバル

三菱電機
ビジネスイノベーションスクール

MELCOゼミナール

全
社
共
通
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能力開発
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国
際
化
講
座

経営幹部育成プログラム

課
長
研
修

管
理
部
門
要
員
研
修

-

資
材
・経
理
・総
務

等

コーポレート教育（品質・環境・セキュリティ・コンプライアンス・人権・安全衛生 等）

ＭＥＬＣＯ英検

先端人材ネットワーク（技術部会・技師長会・技術士会・技術相談窓口）

トータル･ライフ･プログラム（ＴＬＰ）

セルフデベロップメント支援制度（資格取得支援・自己能力開発支援）
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督
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語学教育 技能教育 個別職能教育

＊モノづくりコース、ソフトウエアプロジェクトリーダー育成コース
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■現状の課題

①人材育成の場（OJT)の不足

②指導側の人材不足、手法確立

③大学と企業間のギャップ

■産学官連携の人材育成スキーム

①単独企業ではカバーできない人材育成の場の提供

・インターンシップなど大学と企業間の人的交流拡大

・研究開発委託における人材育成的側面の導入

・リスクテイク可能なスキーム

②入口と出口の明確化

・キーマン派遣、参画の容易性

・成果の評価基準の明確化

・プログラム終了後の人材活用

３．産学官連携の人材育成について（所感）
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・人的交流の拡大（技術者、指導者）

・技術テーマの共有

・人材育成手法の研究開発

実践的開発プロジェクト

・リスクテイク可能な場の提供

・目標／成果とプロセスの評価

ビジョン

ロード
マップ

人物像
リーダ

終わりに：産学官連携のイメージ

入口出口

産 学

官
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■プロフェッショナル育成プログラム
・ソフトウェアプロジェクトリーダー育成コース
・ハードウェアモノづくりコース

■MELCOゼミナール
・技術講座

■先端人材ネットワーク
・技術部会
・技師長会

■プロフェッショナル育成プログラム
・ソフトウェアプロジェクトリーダー育成コース
・ハードウェアモノづくりコース

■MELCOゼミナール
・技術講座

■先端人材ネットワーク
・技術部会
・技師長会

＜参考：人材育成プログラムのご紹介＞
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ソフトウェアプロジェクトリーダー育成コース

■コースの狙い・背景

・ソフトウェアの規模、対応領域の増大に伴い、プロジェクトの工程
遅延、品質不具合が経営に多大な影響を与える。
・ソフトウェアは目に見えないため、品質、工程の制御が困難。従来
のOJT主体の教育ではプロジェクトマネジメント能力を獲得できない。
・ソフトウェア開発の要であるプロジェクトリーダーの育成が急務。短
期間で当社及び関係会社のソフトウェア技術者層の拡充を図る。

プロフェッショナル育成プログラム

■育成目標（人物像）

・ソフトウェア開発プロジェクトのリーダ
・状況に応じた適切なソフトウェア工学手法を適用でき、 PMBOKに
準拠したプロジェクトマネジメント手法に基づいて、プロジェクトを正
しく遂行できる。

- PMBOK:Project Management Body of  knowledge-
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■コースの狙い・設定背景

ハードウェアモノづくりコース

・技術領域の広域化、高度化等を主要因として、技術部門の分業
化や責任範囲の細分化などへの対応。

・他事業所も含めた製造現場での学習（三現主義）を通じ、モノづ
くりを考えた開発設計（品質、コスト、生産性の作り込み）や設計
改善を推進する技術者を育成。

プロフェッショナル育成プログラム

■育成目標（人物像）

・製品のモノづくり全体を考えた製品設計が実行できる。

・製品の生産性や品質課題の改善策を組織を巻き込み実行できる。

・モノづくり面から設計外注を指導・評価し、自ら改善活動を推進で
きる。
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MELCOゼミナール

ＭＥＬＣＯゼミナール講座形態

【 技術講座※ 】 【 ビジネススキル講座 】

【 営業講座 】 【国際化研修（ＭＥＬＴＳ） 】

eゼミの例：ＷＢＴの仕組み

ＭＥＬＣＯゼミナール

・自己のスペシャリティ向上を図り経営に貢献しようとする社員への

能力開発の支援。

●集合講座 ・討議・演習・訓練・事例研究等を中心とする講座
●ｅゼミ ・e-Learning形式で行う、知識付与型の講座

【ＷＢＴ（Web Based Training）ライブ講座】
【ＷＢＴオンデマンド講座】
【ＣＤＲＯＭ／ビデオ講座】

●出前講座
・講師が各場所・各社に出向き実施
・実態・ニーズに合わせた実践的講座

狙い
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■技術講座

ポイント

狙い

・当社の幅広い技術分野を、基礎技術から先端技術までカ
バーし受講者の必要に応じた講座を選択して受講。

●モノづくり力強化の為の講座を充実

・プロジェクトマネジメント教育講座を拡充

・実験、シミュレーション講座を充実

●情報ソフトウェア講座の拡充

・ソフトウェア生産力強化重点講座を設定

・ e-Learning化拡大

MELCOゼミナール
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■技術部会

狙い

ポイント

先端人材ネットワーク

・ 当社及び関係会社の社員が、他の第一線の技術を有する
者との交流を通じて自主的・自立的に、必要とする高度な専門
技術者として自己を育成するとともに当社及び関係会社の自
主技術の蓄積・伝承・発展を図る。
・１１部会（６３の「専門部会」）にて構成、分野横通しの活動を
展開。

・最先端技術情報の収集

・会社・個人として技術の蓄積・伝承・発展

・会社、事業分野を越えた業務に役立つ人的ネットワーク
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目的と概要

・プロフェッショナルエンジニアの「知のストック」を活用し様々
な技術課題をスピーディに解決する支援を行う。

・俯瞰的視点から社内外技術交流・連携活動、並びに社内技

術評価を行い技術開発・蓄積、技術者人材育成、事業開拓等

の施策の提案と推進を行う。

■技師長会

先端人材ネットワーク

（２）Victory戦略関連

・他事業・先進事業所の成果活用

・技術行政施策、技術戦略具申

・技術ロードマップ作成

（１）Advanced戦略関連

・技術戦略提案

・技術開発、人材育成推進

・産学連携推進

（３）人材育成関連

・技術者教育WG活動

・人材開発センターへの
アドバイス

（３）人材育成関連

・技術者教育WG活動

・人材開発センターへの
アドバイス

活動内容
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